
書式第8号 (法第10条・第25条関係 )

令和7年度 事 業 計 画 書
(令和7年9月 ～令和8年 3月 )

特定非営利活動法人 コネクト
1事業実施の方針
令和7年度は東京都多摩市を拠点とし、地域施設 (例 :関戸つむぎ館)を活用して活動を開始する。

地元企業、地域団体、学校施設、行政施設、地域住民との信頼関係構築を重視に活動する。

2事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【1,201】 千円 )

(2)その他の事業 (事業費の総費用【212】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

奪革悠客徐』
促進する場の
運営事業

オリジナル教育カードこころ
カード(道徳の教材 )、 ボー
ドゲームでのイベントを通じ
て子供から年配者が繋がれ
る場所の提供。コワーキン
グスペースとした多摩市内
の公共施設を活用した交流
施設の運営

法人設立
後 週 5回
実施
遜需努需
営施設

管 理 スタ
ッフ 1～
2名

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

1名 ～ 30
名

651

地域や学校に
お け る講 演
会、ワークショ

ギ了愛
多摩市内の公共施設にて
ボランティアの大学生スタッ
フが教える、学校では学ベ

ない政治・経済・道徳、食生
活、運動方法、キャリア教育
講座の運営

法人設立
後 週 2回
実施

地域や学
校、東京
都の市営
施設

セミナー
スタッフ2
～3名

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

10名 ～30
名

200

牟?勢墓
=:霜纂戚穐供事業

LINE連携型 AI見守り。相
談サービス。 こころチャット
におけるユーザーの声を反
映した改善・運営、緊急時
の一次対応を行う

法人設立
後随時

東京都多
摩市の市
営施設・
本部

通 常時 1
名 緊急
時は理事
6名 と専

iし蜃.眼
急等で対
■^
″し`

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

300名 ～
1000´ビ:

200

活性化に
るイベント
流活動の
運営事業

饗学
や交
企画

当団体主催の地域の祭り、
街の清掃、映画上映会等で
の食事提供や応援での参
加

法人設立
後年 4回
実施

蜃需勢需
営施設・
近隣公園

スタッフ5
名～10名

摩地域
幼児以
から高
者まで

多
の
上
齢

1,000名
～ 3, 000
名

150

足秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

寄附された物

品の販売事業

不用品や食料などを寄付いただいた場合、これを
販売して運営費とする。 生活困窮者には無料で
支援を行う

法人設立
後随時

蜃尋努需
営施 設・

本部

スタッフ
1～2名

10

ホームページ

ヘの広告掲載

事業

企業の代表や著名人を対象とした地域貢献をテ
ーマにしたYouTube番 組を通じて、広告依頼やス
ポンサーの獲得を目指す

法人設立
後 月 10
件取材

番尋楊需
営施設・
取材先企
業

スタッフ3
名

202



書式第8号 (法第10条・第25条関係)

令和8年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人三
=盪
上

1事業実施の方針
令和8年度も東京都多摩市を拠点とし、関戸つむぎ館、パルテノン多摩等を活用して活動を強化する。

地元企業、地域団体、学校施設、行政施設、地域住民との信頼関係構築をさらに深める活動をする。
メインである交流施設に防災用品を設置し、災害にも非常時にも対応可能な施設の運営を行っていく。

2事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【6,138】千円 )

ψ

W

(2)その他の事業 (事業費の総費用【516】千円)

定欣に記載
された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者
人数
ξ禁薯
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

多世代の交流
や学び合いを
促鷺する場の
運営事業

オリシナル教育カードこころ
カード(道徳の教材 )、 ボー
ドゲームでのイベントを通じ
て子供から年配者が繋がれ
る場所の提供。コワーキン
グスペースとした多摩市内
の公共施設を活用した交流
施設の運営
こころカードを各学校機関・
児童館・老人ホーム・障碍
者施設へ無償配布
多摩市内の公共交流施設
に非常食・医療用品を完備
し防災にも強い施設の運営
とします。

週 5回 実
施

東京都多
摩市の市
営施設

管理スタ
ッフ 2～
4名

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

30名 ～50
名 (2施
設 )

3738

地域や学校に
お け る講 演
会、ワークショ

髪ぁ徴磐曼
援事業

多摩市内の公共施設にて
有識者、地元大学生・教
授、ボランティアの大学生ス
タッフによる、学校では学ベ

ない政治・経済。道徳、食生
活、運動方法、キャリア教育
講座の運営

週 2回 実
施

地域や学
校、東京
都の市営
施設

セミナ ー
スタッフ2
～3名

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

10名～30
名

1000

専9警裏,暑
霜銀割鷺供事業

LINE連携型 Al見守り。相
談サービス「こころチャットに
おけるユーザーの声を反映
した改善・運営、緊急時の
一次対応 ユーザーの声を
反映した高度な相談・質問
への対応と可能とするシス
テムの改善・運営

随時
蜃需勢需
営施設・
本部

通常時 1
名 緊急
時は理事
6名 と専
門 機 関
(警察・救
急等 )で
対応

多摩地域
の小学生
以上から
高齢者ま
で

1000名 ～
30004::

700

地域
資す
や交
企画

活性化に
るイベント

遭暫撃巫

当団体主催の地域の祭り、
街の清掃、多摩市主催の地
域活性化、映画上映会等
での食事提供や応援での
参加

年 6回 実
施
昼需努需
営施設・
近隣公園

スタッフ
10名 ～20
名

多摩地域
の幼児以
上から高
齢者まで

1, 000名

,:.3,000
700

足款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

寄附された物

品の販売事業

不用品や食料などを寄付いただいた場合、これを

堅覆と存,営
費とする。 生活困窮者には無料で 随時 蜃需努需

営施設・
本部

スタッフ
1～2名

50

ホームページ

ヘの広告掲載

事業

企業の代表や著名人を対象とした地域貢献
―マにした YouTubeを通じて、広告依頼やス
サ ー の 獲 得 を 目 指
同時に企業タイアップ、企業間連携も積極的 |

びかけていく。

をテ
a」'、 ′
.対｀/

す
に呼

月15件取
材

蒼需楊需
営施 設・
取材先企
業

スタッフ4
名～5名

466



書式第 10号 (法第 10条 。第 25条関係 )
設立・定款変更用

(令和7年 9月 から令和8年 3月 末までを想定) 特定非営利活動法人 コネクト
(単位 :円 )

科 目
特定非営利活動に係る事業 その他事業

合計
金  額 小計・合計 金  額 小計・合計

A

1 受取会費
正会長受取会妻
賛助会員受取会費

000.000

2

受取寄附金
施設等受入評価益

500 000

3 取

受取補助金

4 事業収益
多世代の交流や学び合いを促進する場の運営事葉
地域や学校における講演会、ワークショップ、
体験学習等の教育支援事業
心の教育や見守り支援を目的とした学習・相談環境の提供事業
地域活性化に資するイベントや交流活動の企回運営事業
書附された物品の販売事業

300.000

120.000

300.000
150.000

―ムペー

5 その他の収益

300.000 0 300.000

500 000 0 500.000

0 0 0

870.000

100

300

000

000

400.000 1 270.000

1.670.000 400.000 2.070.000
B 用

1

(1 件費

給料手当
役員報酬
退職給付費用
生

(2)その

ネ ト サーバー AI 代 ,

2

1 人件費

(2)その
消耗畠■
水道光熱費
通信運搬費
地代蒙賃
開彙準備■ (名刺・チラシ・LI肛システム構築■ )

111.∞0

35.000

146.000 O 146.000

200.∞0
50.000
150.000

20.000
263.000
108.000

80.000
184.000

1.()55.000

0

150.000

10.000

!2.000

0

0

40 000

212.000 1.267.000

1.201.000 212 000 1 413.000

0

!!1.000

36

20

000

000

166 000 166.000

50.∝Ю

80.(ЮЮ

82.200

212.200 0 212.20(

212 200 166.000 378.200
1.413.200 378 000 1 791 200

当 期 壺 常 増 減 額 ・ ・ ・ ( ) 256.800 2,3.800

固 0

0

0

0

【D

経 常 外 費 用 計

0

0

0

0

0

0

区 22 000 -22 000

税 + +

人税、住民税及

立 時

+

278.800 278.800

70.000

0

208.800

令和7年度 活動予算書 (その他事業がある場合)

_ヽ′

会議費
滅●償却費
旅費交通費
保険斜
施設利用料
地域イベント用食材製作費
広報費

=菫 =静

役員報酬
給料手当
退職給付費用

機利厚生費
保険料

管 理 ● 11

= 
用

過年度損益修正益
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書式第 10号・ (法第 1()条 ・第25条関係 )

令和8年度 活動予算書 〈その他事業がある場合)
特定非曽利岩勁法人 コネク ト

設立・定款変更用

特定非曽利活動に係る0葉 その他事彙
オ
=曰 金  =「 小計・ 合

『

合計

9(X.(Ю0
3m.0(
0

1.200 000 1.2∞ .0∞

3.000 000

2 000 000

1. 150 000

150.000

1.000.000

1.150.000 2.300.000

:A

経 常 収 螢 計 7.050 000 1.150.000 3.500.000

3.139.000 3.139.000

240.(Ю 0

100,000

700.0(

50.∞0

263.000

343.000

2()0.(X,()

,63.000

386,000

2999000

200.OOO

10.000

50.(XЮ

O

l∞.0∞

0

“

.(X

5,6 000

6.138.000 516.O00

348.9(X

0

70.000

150.000

568 900

15.000

10.000

2,6.000

150.OOO

240.000

0

390000

50.00

1∞ .αЮ

150.000

425 000958 900

7.096900 ,41.000 8.037000

:B】 饉 奮 費 用

経 常 費 用 計

当 期 経 常 増
"傾

:A】 ― 【B】 253 100 209 000

:C】 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 ‖

10'経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計

当 期 経 常 外 増 差 額 iC'一 :D】
209 000 -209.000経 璽 区 分 娠 管 饉

462 100崚 弓| 口 当 翔 工 味 財 こ 増 菫 ● 0+②+0・・・⑥
法人●.住民螢及び事業攪 ・
前朗操越正味財産緻 ・・・0

次 期 饉 
“

 正 味 財 産 壺 0-0+⑥

交流施設のき営

地域や学校 での議演会や見学会 の翻催による教育事業

まらづくりの推造を図る活動

地城活性化イベン トの企画運営

寄附された物品の販売事業

受0キ附金
饉晨等受入澪価査

(1

(1)

役員報副

給料手当

■■綸付費用

椰利厚生■

保険料

消耗品費

水道光熱費

通!1理機■

地代家賃

会饉,
減価償却費

旅費交通費

彙険ヽ

籠●利用料

地

"イ

ベン ト月食材製作★

広報費

撃青カー ド件蔵費

,集運営★ (ネ ッ |

給料手当

役員縦醸

退職綸付■月

日t,産 売却
`過年度損益卸 :益

'収

「

~~~~~
|
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「
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「
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